
- 1 - 

 

平成２５年度 池田町議会議員視察研修の感想 

 

薄井孝彦 

１． 平成 26年 1月 27日 石垣市役所 「施設管理・すぐやる課」 

 対応者：「宮良信則」課長、「岡山 創」係長 

・石垣市は市民の要望に「迅速・的確に応える窓口」として「すぐやる課」を

平成 22 年度から設置した。「すぐやる課」が各課と連携をとり、受付後 3 日

以内に要望解決の方向性を市民に示す行政の姿勢は評価できる。 

・受付けた市民要望は道路（修繕）、街灯・防犯灯（新設・修繕）、蜂駆除、樹

木、小動物（死体回収含む）などが多かった。係長が主担当していた。 

・池田町では自治会を通じて町民要望を行政に反映され解決されて行く。しか

し、町民要望が変化・多様化していくなかで、このような制度も必要だと思

った。その場合、受付できる内容を明確にし、町民ができること（塵拾い、

街路灯・防犯灯の修理など）は対象としない等の措置が求められると思った。 

 

 

 

・庁舎で市民が気軽に市職員と相談している姿が見られた。受付席の高さが相

談しやすい高さになっており、腰掛の設置とともに参考になると思われた。 
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２．平成 26年 1月 28日 沖縄県 北中城村 福祉課・健康保険課 

対応者：福祉課「喜納啓二」課長、「棚原昌也」係長、健康保険課：「平良由佳

梨」、新垣邦夫村長 

 

・北中城村の「女性長寿日本一」は、村職員の発想に基づく様々な介護予防の

取組み（４学部を持つ健康長寿を学ぶ高齢者大学、美寿（ミス）北中城村（女

性高齢者の村親善大使など）に裏打ちされたものであった。事業名がユニー

クであり、担当課職員が考案したとのこと、そのセンスの良さに感心した。 

 

・村は「女性長寿日本一」におごらず、65歳未満の死亡率が 13.5％と高いこと 

 に着目、これを下げ、健康長寿の村にするため「健康長寿の町づくり計画」

に本年度から着手した。各課の事業も健康長寿の観点から取り組み、20～30

年継続して実現を図ると言う。トイレにも健康管理に関する資料が掲示され

ており（次頁写真）、村長の方針が見事に職員に伝わり、職員のやる気を引き

出していることにも感心した。 

 

・沖縄県は長野県とともに長寿県であるが、近年、急速に食の欧米化が進んだ

ためメタボリックシンドロームと診断される人の割合が増加していると言う。 

 そのことが、北中城村が「健康長寿の町づくり計画」を実施する理由と思わ



- 4 - 

 

れる。池田町でもメタボリックシンドロームと診断される人は増えており、

北中城村の取組みは池田町にとって参考になると思った。 

 

庁舎トイレに掲示されていた健康資料 
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